
 

第 3 回一般社団法人戸田市薬剤師会 

社員総会議事録       

 

日 時 令和2年６月9日19:00~20:30 
 

出席者 

染川、野口、武長、相良、佐貫、

伊藤、芹澤、宮下（由）、宮下（文）、

成塚、斉藤、鎌田、金成、鬼塚、

江口、村上、佐藤 
場 所 

上戸田地域交流センター研修室 

 

議 題 

1 
報告 

① 令和元年度一般社団法人戸田市薬剤師会事業報告 
会長総論報告 

 在宅委員会 野口前委員長 

 保険薬局委員会 伊藤委員長 

 学術研修委員会 鎌田委員長 

 薬学生実務実習委員会 佐貫委員長 

 広報委員会 成塚委員長 

 学校薬剤師委員会 武長委員長 

 総務委員会 芹澤委員長 

 危機管理（災害）対策委員会 野口委員長 

 ② 令和元年度一般社団法人戸田市薬剤師会収支決算報告 相良理事より報告 

 ③ 令和元年度戸田市薬剤師連盟収支決算報告 相良理事より報告 

2 議案  

 議案① 令和 2年度一般社団法人戸田市薬剤師会事業計画（案） 会長総論 

 在宅委員会 金成委員長 

 保険薬局委員会 伊藤委員長 

 学術研修委員会 鎌田委員長 

 薬学生実務実習委員会 佐貫委員長 

 広報委員会 成塚委員長 

 学校薬剤師委員会 野口委員長 

 総務委員会 芹澤委員長 

 危機管理（災害）対策委員会 野口委員長 

 議案② 令和 2年度一般社団法人戸田市薬剤師会収支予算（案） 相良理事より説明 

 議案③ 令和 2年度戸田市薬剤師連盟収支予算（案） 相良理事より説明 

3 その他  

 ・組織について 染川会長 

 ・委嘱事業について 染川会長 

 ・委員会活動について 染川会長 

   
 

記録日 令和 2 年 6 月 9 日 

記録者 芹澤 寿晴 



会議内容 

進行；総務委員長 芹澤理事 

定数４1 に対し出席会員１７、委任状１６通で社員総会が成立。 

＜染川会長を押す声があり、異議なし多数にて議長に選出された＞ 

以後染川会長が議長として議事を進行。 

 
元号が平成から令和に変わった令和元年度は、昨年度と同様に各委員会を中心に活発な活動が実施された。

地域貢献活動としては、各町会での市民講座の開催や健康福祉まつりでのお薬相談、後援会等を実施した。薬

薬連携の促進として、戸田中央病院薬剤部と薬薬連携会議・研修会を実施し、入院から在宅への流れをスムー

ズにするための情報交換が行われた。在宅医療への対応としては、在宅委員会を中心に在宅担当者情報交換会

の実施、市民・他機関向け在宅相談窓口の設置等が行われた。薬剤師向け学術研修会は、集合研修として４回

実施された。薬学生実務実習は、第Ⅰ期４名、第Ⅱ期７名、第Ⅲ期６名の１７名を受け入れた。学校薬剤師活

動としては、薬物乱用防止講座の開催、学校の環境衛生検査等が行われた。また、偽造・変造処方せん対応マ

ニュアル、緊急連絡網、災害時の連絡先一覧表の作成など、危機管理対応のための環境が整備され、新型コロ

ナウイルス感染症対策の特定アルコール無償配布の連絡では実際に緊急連絡網が有効利用された。また、各委

員会が連携した形での活動も見られ、薬剤師会としての活動に幅が出てきたように思う。年度後半では、新型

コロナウイルス感染の拡大に伴う緊急事態宣言の発令により、活動がかなり制限された。このような世界規模

の感染拡大は想定外であり、今後の危機管理のあり方について再考の必要性を感じた。 

 

1. 一般会務報告 

4/8 在宅委員会 江口 金城 篠原 野口 

4/12 戸田市薬剤師会学術研修会 緩和医療 

5/15 戸田市国民健康保険運営協議会 染川 

5/16 蕨・戸田地区保険医療協議会幹事会 染川 

5/21 定例理事会 

5/21 戸田中央総合病院・戸田市薬剤師会薬薬連携会議 伊藤 野口 三島木 佐貫 

5/30 令和元年度埼玉県南部保健所管内薬物乱用防止指導員協議会総会 武長 佐藤 芹澤 伊藤 

5/31 南部保健所管内薬物乱用防止指導員協議会総会 武長、佐藤、芹澤、伊藤 

6/4 臨時理事会 

6/11 一般社団法人戸田市薬剤師会定時総会 

6/20~7/19 「ダメゼッタイ。」国連支援募金 

6/20 公平病院事務長面談 野口 

6/21 令和元年度戸田市社会福祉事業団定時評議会 染川 

6/21 臨時危機管理委員会 偽造処方箋対応について 

6/25 戸田市薬剤師会学術研修会 「健康寿命延伸に向けたおいしい減塩習慣」大塚食品 

6/28 南部地域保健医療・地域医療構想協議会 染川 

7/12 薬薬連携会議 伊藤 野口 三島木 佐貫 

7/22 蕨戸田地区保険医療協議会総会 

7/23 定例理事会 

8/25 埼玉県薬剤師会中央ブロック会議 

9/5 健康福祉まつりプロジェクト委員会打合せ 

9/7 埼玉県薬剤師会地域薬剤師会代表者会議 染川 



9/7 埼玉県薬剤師会大規模地震時訓練・戸田市薬剤師会緊急連絡網テスト 

9/12 健康福祉まつりプロジェクト委員会打合せ 染川 

9/24 定例理事会 

9/26 家族介護教室講師派遣 

「お薬との上手な付き合い方について」本町薬局 高藤 

10/4 福祉施策審議会 野口副会長 

10/5 健康福祉まつり準備 

10/6 健康福祉まつり 

10/15 蕨戸田地区保健医療協議会研修会 

「スマートフォンなどのネット依存中毒」〜ネットとの上手な向き合い方〜 

独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター 精神科医長 松崎尊信氏 

10/31 医療介護連携ネットワーク介護 野口副会長 

10~11 月 ダニ・照度検査（学校薬剤師委員会） 

11/5  戸田市国民健康保険運営協議会 染川会長 

11/7 おかわりの会公開研修会 野口副会長 

東町町会「お薬との上手な付き合い方について」伊藤 芹澤 

11/10 第 20 回埼玉県薬剤師会学術大会 

11/12 定例理事会 

11/14 三師会ゴルフコンペ・懇親会 

11/14 地域包括ケア推進会議・地域包括支援センター運営協議会 野口 

11/17 薬剤師防災リーダー研修 野口 

11/18 南部医療圏・医療構想会議 染川 

11/19 戸田市防災基本条例検討会議 野口 

11/28 戸田市薬剤師会学術研修会 「ドライバー遺伝子陽性肺がんの個別化治療」 

戸田中央総合病院 内科 西條 天基 先生 

11/29 東町町会地域ケア会議 野口 伊藤 芹澤 

12/9 戸田市薬剤師会学術研修会 「依存症にさせない睡眠薬処方の工夫」 

医療法人社団 翠会ヘルスケアグループ精神医学研究所 副所長 後藤 恵先生 

1/7 戸田市賀詞交換会 染川 武長 

1/21 戸田市薬剤師会学術研修会「乳がん患者にはなぜ薬物治療が必要なのか？」 

医療法人新青会川口工業病院乳腺外科診療所 院長 古澤秀実先生 

1/21 戸田市防災基本条例検討会議 野口 

1/23 埼玉県薬剤師会地域薬剤師会代表者会議及び新春賀詞交換会 染川 

1/23 戸田蕨医療介護連携ネットワーク会議 野口 

1/28 定例理事会 

1/30 南部医療圏難病対策地域協議会 野口 

１月中 学校空気検査・給食検査 学校薬剤師委員会 

2/6 令和元年度第 2 回戸田市医療的ケア児者支援部会 染川 

2/6 他職種連携の会 

2/7 戸田市国民健康保険運営協議会 染川 

2/10 戸田中央総合病院・戸田市薬剤師会薬薬連携会議 野口、佐貫、山本、鎌田、伊藤 

2/12 戸田市防災基本条例検討会議 野口 

2/13 薬学生実務実習小委員会 薬学生実務実習委員会 



2/25~ 令和 2 年度 薬学生実務実習第１期開始 薬学生実務実習委員会 

3/24 定例理事会 

3/24 戸田市社会福祉事業団運営評議会 染川 

 

 

＜2. 各委員会報告＞ 

 
① 総務委員会 

1. 会議関連 

R1.5.21  定例理事会 戸田市文化会館 302 会議室 

R1.6.4   臨時理事会 戸田市文化会館 302 会議室 

R1.6.11  社員総会  戸田市文化会館多目的ホール C 

R1.7.23  定例理事会 戸田市文化会館 302 会議室 

R1.9.24  定例理事会 戸田市文化会館 302 会議室 

R1.11.12 定例理事会 戸田市文化会館 302 会議室 

R2.1.28  定例理事会 戸田市文化会館 302 会議室 

2. イベント関連 

R2.10.6  戸田市健康福祉の杜祭り 戸田市健康福祉の杜 

         薬物乱用キャンペーン（南部保健所管轄薬物乱用防止協議会共催） 

R1.11.14 三師会親睦会 おおむらさきゴルフクラブ 

             総会   川口銀座アスター 

3. 整備関連 

4. R2.7.23  偽造・変造処方せん対応マニュアル作成 

 

② 広報委員会 

1． ホームページの管理・更新作業 

・会員薬局ページの更新（令和元年 6 月） 

（各社 HP へのリンク、google マップへの薬局情報の落とし込み） 

・会員向けお知らせページの更新 20 件（令和元年 6 月～） 

（理事会等議事録、学術講演会案内・申込書・講演報告書、薬薬連携研修会申込書・講演会写

真、各小委員会議事録、新型コロナウイルス通達他） 

・SSL 導入（令和元年 11 月～） 

（SSL 化により HP のセキュリティ強化：前期にあったような、なりすましメールの存在に

よる機能停止等がなくなる） 

・HP 内の info メールの問い合わせ対応 

（ほぼ営業メールであるが、市民や関連団体などからの問い合わせもあり） 

・その他：在宅訪問についてのリンク作成や会員用ページ内に緊急連絡網のリンク作成など 

2． 健康福祉の杜祭り資材の作成 

・お薬バッグおよび活用チラシの作成  



    

③ 学術研修委員会 

下記学術講演会について開催にあたり製薬会社 MR と打ち合わせ・日本薬剤師研修センターに開催

許可を申請し、その後報告書の作成を行ったので報告する。 

またコロナウィルス拡大に伴い緊急事態宣言が発令され、3 回（2 月、3 月、5 月）の講演会を中止と

した。 

R1.6.24 「健康寿命延伸に向けたおいしい減塩習慣～生活習慣病予防は減塩から～」 

演者：大塚食品株式会社 ヘルスプロモート部 部長 畑 孝彦 様 

総員 44 名 内学生 5 名 

R1.11.28 「ドライバー遺伝子陽性肺がんの個別化治療」 

演者：戸田中央総合病院 内科 西條 天基 先生   総員 30 名 

R1.12.9 「依存症にさせない睡眠薬処方の工夫」 

演者：医療法人社団 翠会ヘルスケアグループ 精神医学研究所 

副所長 後藤 惠 先生    総員 30 名 

R1.1.21 「乳がん患者にはなぜ薬物治療が必要なのか？」 

演者：医療法人新青会 川口工業病院 乳腺外科診療所 院長 古澤 秀実 先生      総員

22 名 

R1.12.19 薬薬連携会議の打ち合わせ 総員 9 名 

R1.2.10  薬薬連携会議の打ち合わせ  総員 8 名 

 

④ 保険薬局委員会 

令和１年 ５月２１日 戸田中央総合病院・保険薬局委員会薬薬連携会議 

令和１年 ７月１２日 戸田中央総合病院・保険薬局委員会薬薬連携会議 

令和１年１０月１８日 戸田薬薬連携研修会 

       講演１「０から学ぶ！乳がん薬物療法の基礎知識」 

       演者：戸田中央総合病院 薬剤科 石森 雅人 先生 

       講演２「がん患者に対するアピアランスケアについて」 

       演者：戸田中央総合病院 薬剤科 佐藤 麻理 先生 

令和１年１２月１９日 戸田中央総合病院・保険薬局、研修委員会薬薬連携会議 

令和２年 ２月１０日 戸田中央総合病院・保険薬局、研修委員会薬薬連携会議 

令和２年 ２月２８日 戸田薬薬連携研修会「ポリファーマシーについて」 

「薬薬連携でポリファーマシーを解決しよう」※新型コロナの影響により開催延期 

 



⑤ 薬学生実務実習委員会 

平成３１年 2 月 25 日～令和元年５月 10 日 第Ⅰ期実習生４名受け入れ 

５月 27 日～８月 11 日 第Ⅱ期実習生 7 名受け入れ 

8 月 26 日～11 月 10 日 第Ⅲ期実習生 6 名受け入れ 

第Ⅰ期から第Ⅲ期まで北戸田イオン店でのセルフメディケーション実習・スズケンの物流セン

ター見学・地域活動への参加・学校薬剤師実習・訪問実習参加。 

ただし第Ⅲ期は日程の都合でスズケンの物流センターの実習行えず 

令和元年７月から１０月 第一薬局戸田公園駅前店 村上 惇先生とハロー薬局 中村 宏

美先生がワークショップ及び座学に参加され認定実務実習指導薬剤師の資格取得 

令和 2 年 2 月 13 日 実務実習小委員会開催（富士薬局待合室）  

令和２年２月 24 日～5 月 10 日 第Ⅰ期実習生 4 名受け入れ 

コロナの影響で集合実習行えず  

 

⑥ 在宅委員会 

在宅担当者情報交換会の開催 １回 

市民、他機関向け在宅相談窓口の設置 

健康まつりでの市民講座 

定例委員会の開催 ２回 

 

⑦ 危機管理委員会 

災害時の連絡先一覧表の作成 

通信手段の確保 

情報収集体制の整備 

災害拠点薬局（仮称）の整備 

 

⑧ 学校薬剤師委員会 

4/11 学校薬剤師委員会会議 

4〜11 月 騒音検査 

5/9  飲料水採取 

5/1~6/30 第１回給食検査 

6/11 学校薬剤師委員会会議 

6/27 プール水採取 

7/9 ホルムアルデヒド検査 

8/29 学校薬剤師委員会会議 

10/1~31 ダニ検査 

10/1~11/30 照度検査・第２回給食検査 

10/6 健康福祉祭 

12/10 学校薬剤師委員会会議・忘年会 

1 月中 空気検査 

3/5  学校薬剤師委員会総会 

 

 
令和元年度事業報告に対し質問無し。承認された。 

 



１-② 

令和元年度一般社団法人戸田市薬剤師会収支決算報告（別添資料） 
 

成塚先生より繰越金が多い点につき、ある程度金額がまとまった時の構想などあるかどうか質

問あり。 

染川会長より「会営薬局の計画自体は継続している。新規入会の件数が多かった期には入会金

がプラスになったという側面はあったが、各委員会の活動に幅がでてきたこともあり今の収支

としてはトントンである。」と回答された。 

賛成多数で承認された。 

 

１－③ 

令和元年度戸田市薬剤師連盟収支決算報告（別添資料） 
 

賛成多数で承認された。 

 

２－① 

令和2年度事業計画（案） 
 

【重点事業】 

1. 他団体と連携した地域貢献活動 

2. 薬薬連携推進による⼊院から在宅医療への体制整備 

3. 医薬品等の安全対策・適正使⽤ 

4. 危機管理・防災対策の充実 

5. 外部への情報発信の充実 

【⼀般会務計画】 

２０２０年 

５月定例理事会 

薬学⽣実務実習 第Ⅰ期 ２⽉２５⽇〜５⽉１0 ⽇ 

薬学⽣実務実習 第Ⅱ期 ５⽉２５⽇〜８⽉９⽇ 

６⽉ 第３回⼀般社団法⼈戸田市薬剤師会社員総会 

① 令和元年度事業報告・収⽀決算報告（案） 

② 令和２年度事業計画・収⽀予算（案） 



③ その他 

戸田薬薬連携勉強会 

７⽉ 定例理事会 

８⽉ 戸田薬薬連携勉強会 

薬学⽣実務実習 第Ⅲ期 ８⽉２４⽇〜１１⽉８⽇ 

９⽉ 定例理事会 

１０⽉ 戸田市薬剤師会学術研修セミナー 

戸田薬薬連携勉強会 

１１⽉ 定例理事会 

三師会親睦会 ゴルフコンペ・懇親会（蕨市・戸田市薬剤師会共催幹事） 

１２⽉ 戸田市薬剤師会学術研修セミナー 

２０２１年１⽉ 定例理事会 

戸田薬薬連携勉強会 

２⽉ 薬学⽣実務実習 ２０２１年度第Ⅰ期 ２⽉２２⽇〜５⽉９⽇ 

３⽉ 戸田市薬剤師会学術研修セミナー 

定例理事会 

戸田薬薬連携勉強会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【各委員会活動計画】 

広報委員会 

1． ホームページの更新および機能強化 

・新着情報⼊⼒機能の強化（CMS）の検討 

・ガレッジセールや伝⾔ページなど新機能の検討 

・スマホ⽤ホームページの制作の検討 

※ＨＰを使って勉強会を開く事についても可能性を探っていく。 

2． 地域貢献活動の実施 

・ポスターや資材作製 

・節薬バッグの活⽤による市⺠向けの各種啓蒙活動 

・薬剤師会会員による市⺠向けの出張お薬勉強会の実施 

学術研修委員会 

１． 学術講演会 

年3 回 

コロナウィルスの終息まで開催せず。 

※オンライン研修については、いろいろ議論はあろうかと思いますが、研修シールは発行され

ません。 

薬剤師の資質向上のため、幅広い分野で⾏う。 

また第7 次埼⽟県地域保険医療計画の5 項⽬の「がん医療」「感染症医療」「災害時医 

療」「医薬品などの安全対策」「在宅の推進」に沿って開催。 

２． ワークショップ開催 

薬剤や⽇常の問題点等について話し合い、知識向上をはかる。 

3. 在宅委員会・保健委員会との交流・意⾒交換会 

保険薬局委員会 

◎第７次南部保健医療圏 圏域別取組における「がん医療」「感染症対策」を推進するため、 

戸田中央総合病院薬剤部との連携会議及びがん領域・感染症対応のための研修会開催。 

・薬薬連携研修会 年２〜３回 (がん医療、感染症の講演を中⼼に) 

・戸田中央総合病院薬剤部との薬薬連携会議のさらなる充実。 

・戸田中央総合病院及び研修委員会とのスモールグループディスカッション形式での研修会 



「ポリファーマシーについて」を開催する。→コロナの影響を鑑み、講義形式の勉強会を

企画する。 

※新型コロナ終息までは開催せず 

 

在宅委員会 

市薬学術研修会の企画〜摂⾷⽀援、⼝腔ケア 

在宅担当者情報交換会の開催４ 回 

医療介護関連他職種との連携活動（詳細未定） 

定例委員会の開催 ２回 

顔の⾒える関係づくりを⽬的とした他職種との合同研修会の開催 

 

総務委員会 

「南部地域保健医療計画」の重点5 項⽬に沿った事業を⾏っていく。 

「がん医療」；薬薬連携を通じて、保険委員会、学術研修員会と連携して抗がん剤の副作⽤ 

対策、⽀持療法の啓蒙を会員薬局に伝達する。 

「感染症対策」；コロナウイルス他感染症情報やそこから影響を及ぼすと思われる医薬品等 

の情報伝達を会員に向けてタイムリーに⾏う。また、学校薬剤師委員会の担当校への感染 

予防指導を学術研修委員会とともにサポートする。 

「災害時医療」；有事には薬剤師会の総務窓⼝として関係各所と連絡をとりながら、理事の 

集散の連絡や場所の確保を⾏う。また、理事会と連携してモノや情報の管理を⾏う。 

「医薬品等の安全対策」；地域住⺠に向けて医薬品の取扱いの啓蒙活動を積極的に⾏う。 

また、薬物乱⽤防⽌について学校薬剤師委員会の活動をサポートする。 

「在宅医療の推進」；在宅委員会の活動のサポートをすることにより、⼾⽥市の在宅医療を 

患者本位の医療となるように努める。 

 

薬学⽣実務実習委員会 

１、 実務実習⼩委員会開催 



２、 実習⽣受け⼊れ 

第Ⅰ期 ２⽉25 ⽇〜５⽉10 ⽇ ３薬局4 名受⼊れ 緊急事態宣⾔後は⾃宅学習 

緊急事態宣⾔延⻑のため、このまま実務実習終了。 

第Ⅱ期 5 ⽉25 ⽇〜8 ⽉9 ⽇ 5 薬局5 名受⼊れ→６月１日からに変更 

第Ⅲ期 8 ⽉24 ⽇〜11 ⽉8 ⽇ 6 薬局7 名受⼊れ 

令和3 年度 第Ⅰ期 2021 年2 ⽉22 ⽇〜5 ⽉9 ⽇ 受け⼊れは今後決定 

３、 指導薬剤師取得希望3 名待機 2 名は今年度のワークショップ参加予定 

エリア⻑に希望者は提出済み 

前年度同様、薬剤師会の協⼒得て学校薬剤師の実習や訪問実習・セルフメディケーション 

実習・スズケンでのセンター実習は⾏います。 そのほか地域活動に関しても関係機関の 

協⼒を得てできる限り参加できるようにしていく予定です。今後はこれら地域活動の実習 

が各期でばらつくことのないよう充実させていくことが⼤事かと思います。 

また、引き続き受け⼊れ薬局を増やせるような活動も考えていきます。 

学校薬剤師委員会 

4～6 ⽉ 騒⾳検査 

4/9 学校薬剤師委員会会議 

4/23 飲料⽔採取 

5/1～6/30 第１回給⾷検査 

6/11 学校薬剤師委員会会議→中止 

6/ プール⽔採取→中止 

7/ ホルムアルデヒド検査 

9/24 学校薬剤師委員会会議 

10/1～31 ダニ検査  



10/1～11/30 照度検査・第２回給⾷検査 

12/7 学校薬剤師委員会会議・忘年会 

1 ⽉中 空気検査 

3/ 学校薬剤師委員会総会 

 

危機管理委員会 

災害時の役割分担の決定 

災害拠点薬局（仮称）の整備 

「災害時活動マニュアル」の作成及び会員への周知 

防災⽤品の確保 

感染症対策を踏まえた災害時備蓄品の検討 
 

令和元年度事業計画（案）は賛成多数で承認された。 

 

２－② 

令和２年度戸田市薬剤師会予算(案)（別添資料） 

賛成多数で承認された。 

２－③ 

令和２年度戸田市薬剤師連盟予算（案）（別添資料） 

賛成多数で承認された。 

 

３ 

その他 

◎組織について、一般社団法人戸田市薬剤師会組織図を用いて染川会長より説明あり。 

 

 



一般社団法人戸田市薬剤師会組織図 

 

 

◎委嘱事業について２１の委嘱事業と薬剤師会からの担当者（出席者）について染川会長より説

明あり 

委嘱事業 

 

1. 介護認定審査会委員（任期 3年） 野口 武長 芹澤 2017.4～ 成塚 2017.4～ 

2. 在宅医療地域担当 野口 

3. 戸田市国民健康保険運営協議会委員 染川 2017.2～ 

4. 戸田市保健対策推進協議会委員（任期 2年） 成塚 2017.5.1～ 

5. 戸田市自立支援協議会委員 障害者虐待対応部会委員（任期 2年） 染川 

6. 埼玉県南部保険医療協議会在宅医療部会委員 野口 2017.10.1～ 

7. 埼玉県南部保健医療圏地域保健医療協議会委員 染川 2017.2～ 

8. 戸田市福祉施策審議会委員 任期２年 染川 2020.4.1～ 

9. 蕨戸田地区保険医療協議会 幹事（任期 2年） 染川 2017.4～ 

10. 薬物乱用防止指導員 理事:武長 委員:芹澤 伊藤 2017.4~ 染川 2020.4～ 

11. 医療・介護連携ネットワーク会議委員 任期２年 野口継 2018.4.1～ 

12. 保険調剤サポート薬局（日薬） 染川 

13. 給食委員会委員 武長 

14. 社会福祉法人戸田市社会福祉事業団評議委員 任期４年 染川 2018.6～ 

15. 戸田市地域包括支援センター運営協議会委員 任期２年 野口 2018.4.1～ 

16. 南部保険医療圏（戸田市、蕨市、川口市）難病対策地域協議会委員 任期２年 野口 2018.12

～ 

17. 南部保健医療圏地域災害保健医療調整会議委員 野口 2019.4～ 

18. 戸田市障害者虐待対応部会 染川 2019.4～ 

19. 戸田市医療ケア自立支援部会 染川 2019.4～ 

 

理事 

野口昌也 

ひつじ堂薬

理事 

佐貫佳子 

富士薬局 

理事 

伊藤剛
たけ

志
し

 

第一薬局 

理事 

相良常治 

さがら薬局 

代表理事 

染川智行 

染川薬局 

薬学生実務実習委員会 

薬学生実務実習エリア担

会計担当 保険薬局委員会 

学術研修委員会 

副会長 

埼玉県薬剤師会代議員 

在宅委員会 

危機管理委員会 

総務委員会 

広報委員会 

理事 

芹澤寿
とし

晴
はる

 

スマイル薬

副会長 

学校薬剤師委員会 

政治連盟戸田支部

監事 

宮下由美子 

ピュア薬局 

理事 

武長忍 

戸田薬局 



20. 戸田市防災基本条例検討市民会議委員 野口 任期 2019.8～2021.3 

21. 戸田市自立支援型地域ケア会議の助言者 野口 2020.3～ 

 

◎委員会組織について一般社団法人戸田市薬剤師会委員会構成表を用いて染川会長より説明あ

り。成塚広報委員長より、「伊藤先生と野口先生の両者が保険薬局委員会の管轄となるような図

であるが、明確な役割や正副委員長の区別等あれば教えていただきたい。」との指摘あり。野口

副会長より「特に薬薬連携においては組織対組織の対応となるので副会長としてサポ―トに入

っている。保険薬局委員会としては伊藤委員長であって、委員会構成表の中で説明すると私と伊

藤委員長から保険薬局委員会に下に伸びている線はつながっているわけではない。」との説明が

あった。 

＜委員会構成表 別添資料＞ 

＜学校薬剤師  別添資料＞ 

◎＜全体を通しての質問＞ 

・宮下文則先生より「かかりつけ薬剤師の要件の一つである地域貢献活動や、地域支援体制加算

の要件の一つである他職種連携との会議出席など、このコロナ禍で個々で対応することが困難

な状況となっている。薬剤師会としてなにか会員を支援する方策など考えていることがあれば

教えてほしい。」との質問あり。 

 野口副会長より「公益団体が特定の会員の加算（利益）に加担するということはないが、会員

の皆様が困っているもの事実であり、お手伝いはしていきたい。具体的にはすでに『在宅の情報

交換会が他職種連携の会議に相当するか厚生局への質問を行っている』事や、『包括支援センタ

ーへの働きかけ』により他職種の連携、とりわけサービス担当者会議に出やすい環境をつくった

りと言ったことをやっていきたい、と述べられた。 

 

決定事項 

〇令和２年度事業計画承認 

〇令和２年度戸田市薬剤師会予算承認 

〇令和２年度戸田市薬剤師連盟予算承認 

 

検討事項 

〇コロナ禍での各委員会活動 

〇コロナ禍での会員の事業のサポート体制 

 

議事録署名人１             印 

 

議事録署名人２             印 


